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平成30年 11月 18日 (日 )

日 本 教 育 会 館

与論島航空写真 百台が浜

大金久海岸 百Bが浜

!w ffi:rf*trt95ff ert

東 京 与 論 会

‐ ・

凛菫=
´

¨

一

「
　
．「ヽ二

ご

.■

」け

一
　

●́

|■:

●  」

尋姜 11

.■       .

■ ´



力
∧

司
可民田田〈

円
〓
〓
０与

作詞

作曲

内 与詩守

益田 元甫

一、黒潮はるかに 明けわたり

朝日に燃える さんご礁

自然のめぐみ 拓きつつ

あかるく進む わが与論

ああ この空に この海に

みんなの夢が あふれてる

二、港に世紀の 声すれば

畑にキビの 茂るうた

玉なす汗も 美しく

ゆたかに伸びる わが与論

ああ この島に この土に

まことの花が 咲き香る

三、名残りもゆかしい

あこがれ寄せる
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音をしのび 今を知り

心をむすぶ わが与論

ああこの町に この郷に
あ す

かがやく明日が 待つている

◇ 町章 (昭和41年 1月 1日 制定)

丸い輪 (和)の中に「与」のダイヤをかたどり、

わが島をたたえ、いやさかえに豊かな島の躍進を

おもう。

◇ 町木 :島 クロキ (昭和58年指定)  ◇ 町木 :ガ ジュマル (昭和59三
==

◇ 町花 :ハイビスカス (昭和58年指定)

与論町人□ IH[:■ 亨三三

所 帯数  2603
人 口  5265
男 2556/女 2709



ごあいさつ

本日は、第 96期 (平成 30年度)東京与論会「会員のつどい」に

山町長は じめ、東京奄美郷友会、東十条小学校、会友の皆様に

おいで頂き誠に有難う御座います。

また、先般の佐藤持久顧間の葬儀には

大勢の方の参列をいただき有難う御座いました。

東京与論会は、会員相互の親睦と互助共栄並びに郷土与論の

発展に寄与する、を目的としております。

平成 29年 12月 現在の会員数 534名 を擁 しています。

本日は 80歳以上の先輩 26名 を含む 123名 の会員の皆さんに参加いただ

きましが

今後は、より多くの会員が参加 してもらえるように役員―同

取 り組んでいきます。会員の皆様におかれましても友人、親戚の方々にお

声掛けをいだだきますようお願いします。

また、郷土与論の発展に寄与する 1つ として、皆様のお配りした資料

「ふる里納税」

にご協力いただき、本会の目的が、少しでも大きく達成できるようお願い

します。

最後になりま したが、スタッフー同、

皆様が楽 しい、少 しでも記憶に残る 1日 になりますよう用意 しております。

本日は誠に有難う御座います。

平成 30年 11月 18日

東京与論会会長 山下 清男美

本日は西郷隆盛本家直系 4代 目西郷吉太郎様に

曾祖父西郷隆盛の講話を頂きます。

テレビで放映されていない話も伺える事と思います。



会員のつどいプログラム
(敬称略 )

総合司会 :幹事長 前 田文男

(12:00～ 13:00)第一部  トーク

O 郷土遥拝、町民歌斉唱

O 会長挨拶

O 祝辞

O 祝舞 かぎやで風 (御前風 )

(地謡 )

O 乾杯

お食事、ご歓談

O 与論献奉の儀

O 余興 (演芸)次頁参照

0 万歳三唱  (閉会 )

東京与論会会長

与論町町長

東京奄美会会長

東十条小学校校長

山下清男美

山 元宗

森 員―

中村 都士治

平成 26年 9月

く休憩 :10分間 >

第 部 懇親会  (13:10～ 16:30) (司会 五十嵐千代、元井大次郎 )

O 来賓、会友の御紹介

O 敬老者御紹介

O 講話 演題 曾祖父 西郷隆盛を語る

プロフィール

昭和 22年 9月

昭和 45年 3月

4月

平成 11年 4月

平成 13年 4月

東京生まれ

学習院大学卒業

新日本製鐵 (株)入社

ネッ トワンシステムズ (株)入社

(株 )イ ージヤバン代表取締役社長

ネッ トワークシステムズ (株 )顧問

(株)セ イビ顧間

(医 )メ ディカルスクエア赤坂顧問

西郷 吉太郎

永井常誠、竹成代

竹内英健、叶生二、池田信忠、

藤田友子

全国与論会会長、東京与論会顧問
西田富士夫

入来武久、吉井清信 青年部



余興 (演芸)

演 目 出演者

1、 (オープニング)エイサー演舞 舞弦鼓(ゆんぬエイサー集団)

2、 (琉舞)鳩間節 青井裕子

3、 (歌唱)三線の花 他 大馬義明

4、 来年の年男、年女大集合 与論中学校 15期卒業生(来年 73歳 )

与論中学校27期卒業生 (来年還暦)

与論高校 21期卒業生(来年 49歳 )

川畑 智史5、 (歌唱)与論島慕情 他

6、 ラジオ体操 (与論方言 ver) 会場全員

7、 (歌三線)めでたい節 あおい&さおり(中山青海、深澤砂織)

8、 お楽しみ抽選会 (抽選番号はプログラムの表紙に記載)

10、 新極真会演武 城南川崎支部門下生

11、 (舞踊)与論音頭 他 東京与論会&東京奄美会女性部

12、 (再び)エイサー演舞 舞弦鼓

13、 (フィナーレ)カチャーシー  会場全員

会場の展示コートに 下記の展示がありますので是非ご覧 ください。

O 入来建武～優勝 トロフィー  0千 代ノ皇～番付、写真

懇親会終了後、17:00よ り 同会場で二次会を行います。

*

*

9、 (歌三線)ていんさぐぬ花,他  堀内加奈子



第 96期 (平成 30年度)会務 (中間)報告

自 平成 29年 11月 19日   東京与論会 会 長

至 平成 30年 10月 27日         幹事長

山下清男美

前田 文男

(平成 29年 )

11月 19日
12月  9日

(平成 30年 )

1月 22日
2月

3月
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第 95期東京与論会総会・敬老会

与論・沖洲合同忘年会

東京奄美会賀詞交換会

拡大役員会・新年会

東京奄美会役員会

東十条小学校入学式

執行部会

東京瀬戸内会総会・懇親会

東京住用会総会・懇親会

渋谷・鹿児島おはら祭 り

東十条小学校運動会

東京沖洲会総会・懇親会

鹿児島与論会総会・懇親会

関東伊仙会総会・懇親会

執行部会

与論 3小学校交流懇親会

執行部会

東十条小学校 学校評議委員会

東京奄美会 文化講演会

東京奄美会 役員選考会

東京名瀬会総会・懇親会

拡大役員会・暑気払い

東京奄美会 拡大役員会

関東大和会総会・懇親会

関東徳之島会総会・懇親会

全国与論会

沖縄与論会総会・懇親会

執行部会

東京龍郷会総会・懇親会

関東天城会総会・懇親会

東京奄美会役員会

東京喜界会総会・懇親会

東京笠利会総会・懇親会

東十条小学校 学校評議委員会

関東宇検会総会・懇親会

拡大役員会

東京奄美会臨時役員会

日本教育会館

神田正龍

上野精養軒

高田馬場土風炉

品川区立中小企業センター

東十条小学校

高田馬場土風炉

大井町きゅりあん

主婦会館

渋谷道玄坂

東十条小学校

大井町きゅりあん

鹿児島ジェイ ドガーデン

大井町きゅりあん

高田馬場土風炉

北区立区民会館

大田区蒲田

東十条小学

日本教育会館

小野水道橋ビル

主婦会館

高田馬場土風炉

品川区立中小企業センター

大井町きゅりあん

大井町きゅりあん

琉球サンロイヤル

琉球サンロイヤル

高田馬場土風炉

日本教育会館

大井町きゅりあん

万世橋会館

大井町きゅりあん

主婦会館

東十条小学校

大井町きゅりあん

高田馬場土風炉

万世橋区民会館



第94期 (平成29年度)会計 (中間)報告

自 平成29年 10月 20日

至 平成30年 10月 18日

平成30年 11月 18日

東京与論会  会 長

会計長 敏

監査 (中間)報告

平成29年 10月 20日 から平成30年 10月 18日 までの会計勘定に関する収入
及び支出金について帳票及び領収書などにより監査 したところ、正確に

記録されていたことを認めます。

平成30年 11月 18日

山下

中山

池田俊明

直野 健

篭
罫

１
１
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一フ男清

彦

東京与論会  監査役

同

同

次

の の

前期繰越金 1,069,540 総会費用 1,469,057

総会収入 1,282,000 渉外活動費 329,000

支援賛助会支援金 800,000 活動支援費(女性部・青年部) 200,000

広告戻し金 120,000 慶弔費 41,600

受取利息 6 広報広告費(HP運用費他) 244,044

会議費 6,810

事務通信費 299,754

振込手数料 3,764

次期繰越金 677,517

合計 3,271,546 3,271,546

遠山 浩光 :碑鋤・ヽ
電ジ



ご来賓・会反 ご 芳 名       (敬 称略 順不同)

(会 友 の 方 々 〉(ご  来  賓 )

〈全国与論会関係〉

与論町町長

関西与論会会長
′′  幹事長

鹿児島与論会会長
′′  副会長

沖縄与論会会長
′′  副会長

中部与論会会長
′′  幹事長

〈東十条小学校関係 等〉

東十条小学校元校長

東十条小学校校長
′′   PTA会 長

西郷隆盛本家直系 4代 目
′′      5代 目

東京喜界会顧問

東京喜界会幹事長

東京笠利会副会長

東京龍郷会会長

東京名瀬会会長

東京住用会顧問

東京住用会幹事長

関東大和会会長

関東宇検村会会長

東京瀬戸内会副幹事長

関東徳之島町会幹事長

関東天城町会会長

関東伊仙町会会長

東京沖洲会顧問

東京沖洲会会長

(―社)結の島理事長
′′  東京本部

〈報道関係〉

南海 日日新聞社東京支社長

奄美新聞社東京支局長
′′  東京支局次長

山  元宗

本園 茂徳

岩村 裕子

高橋  肇

坂本 哲郎

山本 和儀

武藤愛一郎

坂本 勝利

沖  孝次

吉岡 茂夫

向田 信孝

里山 洋男

大野 春義

川崎 末一

屋島 範光

井上 雅仁

杉山 清美

里原 廣光

岩淵 輝美

前田多都子

石川 幸子

三浦 雅之

藤原  出

岡村  勇

福山 博明

中野  勲

今榮 前勝

井藤 守仁

内村真希子

〈奄美郷友会関係〉

東京奄美会顧問
′′  参与
′′  参与
〃  会長
′′  幹事長
′′  事務局長
′′  会計長
〃  女性部長
′′    文化部冨」吉Б長

関口 修司

中村都士治

伊藤 雅規

西郷吉太郎

西郷隆太郎

英 辰二郎

小勝 竹雄

藤井 壮望

森  員一

花岡 正美

坂井 正道

千葉 真弓

田川ホズエ

勝  光重

恒

二

田

戸

水ヽ

一局

慎司

優子
堅_
貝

顧   問 竹本  登
山下 心一
西田富士雄
我謝み どり
叶  生二
竹内 英健

本寸田
山下
竹川
杉
本畑

健
政宏
信廣
茂蔵
うと+
手えフヽ

照夫
恵介

隆
敏郎
弘明
ウメ
孝位
常誠

事務局長
副事務局長

女性部長
同副部長
同副部長

青年部長
副青年部長

′′

″

福孝
げよ

藤沢 裕子
竹澤 くみ子
林 真奈美

供利 優輝
久留 誠史
元井大治郎
町  文耶

春樹
賢司
善美
―彦
徳孝
俊弘
博文

′′

′′

〃

′′

′′

東京与論会 役員名簿
監 査 役 池田

直野
遠山

∠́、
7マ 山下清男美
百 11 ′、
日 ', 7ヽ 一男

義則
洋子
千代
康明

幹 事 長
副幹事長

〃

′′

前田
入来
佐藤
久

俊明
健次
浩光

文男
武久
一英
富則

し
村
田

竹
黒

長

長

相 談 役
′′

′′

〃

′′

］風

喜
内
十
山

林
山
竹
五
横

′′

′′

′′

′′

′′

″

〃

′′

〃

′′

′′

′′

多
永
行
納

口
島
泉
井

阿
富
堀
福
野
青
和
永

会 計 長
副会計長

′′

中山 敏彦
白石敬一郎
吉井 清信
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|,■ ′●」`田

島
澤
稽
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田
村

池
喜
竹
仁
光
牧
益
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東京与論会支援賛助会

第 95期平成 29年度 支援状況 (中 間)報告

会員の多くの方々より東京与論会支援賛助会の趣旨にご賛同を賜り、誠にありがとうござい

ます。おかげさまで、当会も平成 12年度発足以来 18年経過し、当初目標としておりました

会員数 100名 を超え、29年度末 (H30_10)現在 123名 の方々のご入会をいただいており

ます。

会費収納状況も、今期は述べ 97名 の方々からご支援を賜り、おかげをもちまして昨年度に

続き80万円を支援金として拠出することが出来ました。その結果、下記のとおりの収支状況
となっておりますことをご報告いたします。

会員の方々のご芳名を記し、支援状況 (中間)報告とさせていただきます。

平成 30年 11月 18日 東京与論会 会 長

東京与論会 支援賛助会事務局

(記 )

平成 29年度 東京与論会支援賛助会

収 支 計 算 書

(平成 29年 10月 20日 ～平成30年 10月 13日 )

山下清男美

竹村 福孝

○

28年度よりの繰越金
29年度会費収入 (97口 )

○ 支 出

1.東京与論会へ拠出 (29年度活動支援分 )

2.事務経費 (29年度分 )

3.次年度支援資金として留保

入収

107,491円
1,010,000円

1,117,491円

1,117,491円

１
＾
　
ｎ
∠

会員 ご芳名 敬称略 50音順

青島ウメ、青山湛子、阿多照夫、五十嵐千代、池田俊明、池田信忠、池畑健志、池畑寿哲、井
坂好文、石井登喜子、和泉孝位、板橋伸二郎、市来一彦、伊藤敏久、伊東伯良、入来武久、大
:句 キヌエ、岡崎ミツ子、岡本千恵子、小田和彦、尾張涼子、柿沼富子、我謝みどり、叶実夫、
~■

生二、叶正雄、叶正義、川上道雄、川田政雄、川田満、川村登志達、黒田泰治、黒田しげよ、
坂尻和代、櫻花茂子、佐藤一英、佐藤政明、(佐藤持久)、 重村恵美子、自石敬一郎、杉和夫、
杉茂蔵、高田良枝、竹博一、竹成代、竹内先安、竹内英健、竹内康良、竹生守雄、竹川信廣、
‐澤賢司、竹沢森一郎、竹下賢、竹波栄喜、竹村公助、竹村福孝、竹本登、竹本泰久、竹本隆
―
t、 立村恵利、谷口納富、寺床笑美子、遠山浩光、戸田初枝、富幸太郎、富岡行沢、富永恵介、
雪||」 水信三、直野健次、永井常誠、永井治雄、中田満、中山敏彦、西田富士雄、仁祀善美、野
上登美子、野口弘明、野尻千佐子、林一男、林真奈美、原田照三、原田安雄、光一彦、久冨則、
三田裕信、福島範子、福納敏郎、藤沢裕子、藤山冨美子、堀切智慧子、堀行隆、前田文男、牧
亘徳孝、益田俊弘、町永純一郎、松栄勝、松栄吉、松村博文、村田健、村田力蔵、本徳仁、基

■江里、本畑義夫、本山文雄、山松森、山賀茂弘、山喜義則、山口純子、山下勝利、山下清男

長、山下心一、山下美代、山下義弘、山下政宏、山下光子、山路洋子、山田稲繁、山西英二、
1村達子、横山康明、吉井龍子、若松可久、渡辺まさ江

現在、支援質助会未加入者へ入会案内中です :→詳細は最後の買ヘ

(全 123名 )  印は 29年度新規入会者、(  )は逝去者

800,000円
13,186円

304,305円



東京与論会支援賛助会への入会ご案内

■ 支援賛助会 とは ?

東京与論会の活動に対する財政的支援を目的として平成 12年に発足した東京与論会会員
による支援組織です。

東京与論会の設立目的及びその活動内容に賛同しご入会して頂いた方々に年会費 1万円を
納入して頂き、その中から毎年一定額を東京与論会に支援金として拠出しています。 (支援目
標金額 100万円/年 )

■ 現在の入会、支援状況は ?

会の発足時は、呼びかけ当初ご入会頂いた70余名の入会員でスター トしましたが、その
後徐々にご賛同者も増えて参りました。
特に5年前の創立 9o周年を契機として多くの方々にご入会を賜り、現在 123名 (10

月末現在)ま でその支援の輪が広がっています。
賛助会会員の皆様方には、引き続きご支援をお願い致しますとともに、改めまして本支援

賛助会に未加入の与論会会員の方々に入会のご案内をさせて頂きます。

■ お問合せ、 ご入会の方法など

支援会事務局にその旨お申し出頂きましたら、さっそくご案内をさせて頂きます。
ご入会のご意思を確認後、会費の振り込み用紙を送付いたします。
既にご入会いただいている支援会会員の皆様方には、例年 5月 前後に年会費の振り込みの

ご案内をさせて頂いております。

■ お問合せ先

東京与論会 支援賛助会事務局 竹村 福孝  TEL&FAX 046-254-5355

支援額、会員名等につきましては

本プログラム7頁をご質<ださい。

◆◆東京与論会ホームページ&Faceb。 。kページのご案内◆◆
東京与論会HPの URLは下記のとおりです。

||ハ                                 _..__

:ドフ
|。

・
ⅢⅢ… .´  http://tOkyO―yOrOnkaLip/ 1ロヒ

=菫

璽電目寄

京与論 でも検索できます。
FacebOokペ ー ジ | で検索してください。東京与論会談話

HP等を活用 して発信 したい情報を、HP事務局へどしどしお寄せ ください。
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竹本グル ■■■■■

代表取締役 (与論町古里出身)

クリーニング全般・総合工場 リネンサプライ全般 医療機関・老人介護施設のリネンサプライ

(株)竹本ランドリー (1‖11) チ エ 帥 ジーユー・ライフ
横浜市鶴見区駒岡 2丁目15番地

■,045‐ 574-5747

川崎市中原区苅宿42-25
任B044-435-8191

川崎市中原区苅宿43-1
愛,044-948‐ 7566

`|一

 ―ゝ
ホームクリーニング全般

ホームクリーニング全般

(有 ) 日 栄
(lil卜) ト ッ プ ス おかげさまで

50周年川崎市高津区子母口977
t,044-752‐ 4520

東京都世田谷区下馬4-2-8
を,03‐ 3424-3464

タオル専門 OEM工場

(株)シ ナ ジ
特定非営利活動法人

カット専門店

グッド・クリーンライフ (11)10CLIP
川崎市高津区宇奈根 755

2,044‐ 822-8812
川崎市中原区苅宿42-25

8044-422‐ 9145

川崎市高津区子母口 9フ ア

壼,044-752-4520

日東商船株式会社

代表取締役

◆本社  〒105-0013 東京都港区浜松町 1-卜10

丁el:03-5777-1230  FAX:03-5777-1674

E― ma‖ :inb@nitto.ecnetjp

◆館山営業所  〒294-0036 千葉県館山市館山 564-1

丁el:0470-28-5822  FAX:0470-22-0088

E―mail:nittO_tateyama@yahoo.co.jp

「
「
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睦

鳳
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竹本 登
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ロボツトSler企業インタビュー 【経済産業省 関東 経 済 産 業 局】   interVieW

htto://www.robotech.co.ip,/

ダイカス ト周 辺 機 器 や ロボットシステムの設 計・製 造・メンテナ ンスまで 、

"|工
以 外 のすべての エ

程 を受 け持 つ 少 数 精 鋭 企 業 .1995年 の創 業 以 来 、お客 様 の ニーズ に沿 ったロボ ットシステム を

全 力 で 研 究 開 発 し続 け .現在 1ま 国 内 外 200社 を超 える企 業 と取 ヨ1を 行 つてい る .設 計 だけで な
く、組 立 ■居付・ メンテナンスまでを 自社 で 行 い 、「輝 振 くん」な どの独 創 的 な 製 品 も数 多 く開 発 .

2008年 には新 機 線 振 興 賞の中 小 企 業 庁 長官 賞 を授与 .

社

者

数

場

所

号

者

屁

員

工

　

番

侵

，

業

論

　

議

‥

本

代

従

与

住

電

代

崎玉県越

-507
代表取締役山

=秀
憲

10名

株式会社ロボテック
鹿児島県大島都与論町茶花1801-1

000,-9,-0010

代表取締役 山署義則
5名生主且堂

事業内容

ダイカスト周辺機器、ロボットシステムメーカーとし

て、お客様に合わせ様々 な周辺機器・ロボットシス

テムを展開。業務内容は研究開発部門、組み立て

据付工事部門、メンテナンス部門、経理部門等

東京与論会が発足され96年目を迎えるに当り、先人達の血と汗と涙が礎となり今があることを肝に銘じ、
与論会並びに郷土与論の発展のために、頑張る所存です。そのために弊社は与論工場を建設しました。
今後郷土発展に微力ながら寄与できますよう、各企業様の更なるご協力、ご支援を賜りますよう謹んで

お願い申し上げます。

ロボテツク株 式 会 社

】F
瞑ヽ

“
会長 lll喜 義 則氏

弘 進 化 工 株 式 会 社

代 表 取 締 役 林

林

達 雄

男

(那間 出 身 )

代 表 取 締 役 (那間 出 身 )

プラス チ ック・ 各種 製造加 工販 売

■ 本社  〒105-0013 東 京都 台東 区三筋 2-10-14

丁EL:03-3864-6725(イt)FAX:03-3864-8025

■|:草カロエ :場  =〒 340-0043

TEL:048-944-2931
埼 玉 県 草 加 市 草 加 2-9-5

FAX:048-944-2603
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AV環境の トー タル プランナー

株式
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代表取締役
会   長 山下 清男美

Yalnashita Kiyoomi

【営業品目】

◆ AVシステムインテグレーション及びコンサルタント業務
◆ AWITに関するハードウェア、ソフトウェア開発・販売
◆ 自動車教習機材設計・製作・販売
◆ 特注筐体 (各種架台、操作卓)等、設計・製作・試作・販売
◆ 各種電動機構 (吊物、昇降機)等、設計・製作・販売
◆ 各種舞台設備 (吊物、幕、照明)等、設計・製作・販売
◆ 上記設備に関する施工現場マネージメント及び施工業務
◆ 上記設備に関する保守・メンテナンス業務

【営業拠点】
本社
〒144-0052東京都大田区蒲田4-33-5
TEL:03-3737-1401               .

FAX103‐3737-1403

北海道支店

〔(株)学研教育みらい北海道地区代理店〕
〒064-0916

北海道札幌市中央区南十六条西7-2-20
トーコービル2F
TEL:011-562-0302    FA)(:011-520-8221

Audio、 Visual&Control に興味ある人材求む。

図③
一̈

NTS総合税理士法人

総轄代表社員
公認会計士/税理士

千代ノ皇王代仁後援会長

士
口 井 清 信

千代 皇王代仁 後援会 新規入会募集中 !

9月場所 東十両 7枚目

〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2丁目3番 2号 郵船ビル 701

TEL:03‐ 6212-2330   FA〉く:03-6212-2331

mal::yosh‖ @nts― scgr.jp  http:〃 nts―zel.jp/



有限会社マル トモ商店

代表取締役 本 畑 義 夫

〒245-0012 横浜市泉区中田北 1-5-18

TEL:045-802-9285  FAX:045-801-0610

金物のスーパー

建築金物、電動工具、作業工具、大工道具、

家庭金物、雑貨、他

アガサ土木工業株式会社

代表取締役 前 田 文 男

，
“

一Ｔ -0824 東京都足立区西伊興 2_8_16

携帯 :090-3203-1587  FAX:03-3857-0885

E―mal:pana.uru.oukoku.hokui27@dokomo.nejp
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福納税理士事務所

税理士 福 納 敏 郎

〒254-0047 平塚市追分 4-7

サンレイ ドル湘南平塚 208
TEL:0463-36-1513  FA)く :0463-36-1613

携帯電話 :090-3901-0058

E―ma‖ :toshi― huku@ma.scn― netne.jp

按司根津栄神社

ヽ

与論町朝戸 会員のつどいに多くの広告をいた

だきまして有難うございました。

．
´

・
ヽ
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東京与論会会員のつどい
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南の島の贈り物。与論島から。

有村酒造株式会社
し

ま

ゆ

う

せ

ん

島

省
栞

与

論

島

鹿児島県大島郡与論町茶花 226番 地 1

TEL0997-97-2302/FA×0997-97-2021

未成年の飲酒や飲酒運転は法律で禁止されています。 妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。
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与

論

音

頭

ゆ

ん

ぬ

一
、
ワ
ー
チ
ャ
が
与
論
で
見
せ
た
い
も
の
は

花
と
珊
瑚
と
白
浜
と

誠
い
ち
ず
の
　
誠
い
ち
ず
の
　
き
れ
い
な
心
　
ソ
レ

＊
さ

っ
さ
ド
ド
ン
と
　
ド
ド
ン
と
ド
ン
と
ド
ン
と

与
論
音
頭
で
ひ
と
踊
り

二
、
夢
が
行
き
交
い
　
望
み
が
ひ
ら
＜

み
な
と
港
の
　
繁
盛
に

与
論
い
い
な
と
　
与
論
い
い
な
と
　
カ
モ
メ
も
歌
う
　
ソ
レ

（
＊
印
＜
り
か
え
し
）

三
、
与
論
献
捧
　
大
杯
ま
わ
し

誠
打
ち
じ
ゃ
ち
　
ひ
ざ
一可
せ
て

と
も
に
語
ろ
う
　
と
も
に
語
ろ
う
　
こ
の
喜
び
を
　
ソ
レ

（
＊
印
＜
り
か
え
し
）

四
、
心
や
さ
し
＜
　
働
き
者
で

つ
む
ぎ
姿
も
　
美
し
い

ほ
れ
て
み
る
な
ら
　
ほ
れ
て
み
る
な
ら
　
与
論
の
娘
　
ソ
レ

（
＊
印
く
り
か
え
し
）

五
、
無
事
な
暮
ら
し
を
　
み
ん
な
で
祈
り

ぐ
す
く

城

や
し
ろ
で
　
そ
で
ふ
れ
ば

月
も
空
か
ら
　
月
も
空
か
ら
　
に
っ
こ
り
の
ぞ
＜

（
＊
印
く
り
か
え
し
）

作
詞
　
内
　
与
詩
守

作
曲
　
益
田
　
元
甫

ソ

レ

竹内 千津子

振
付

・
表
現
　
竹
内
　
千
津

子

＊
こ
の
踊
り
は
手
首
を
つ
か
い
、
あ
ま
り
形

に
は
ま
ら
ず
、
自
由
に
の
び
の
び
踊
っ
て
く

だ
さ
い
。

舞
台
で
は
前
に
出
た
り
下
が
っ
た
り
、
自
分

の
周
り
を
回
っ
た
り
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
盆
踊
り
用
と
し
て
前
進
の
み
で
解
説
し

ま
す
。

前
進
方
向
＝
反
時
計
回
り
。

●
前
奏

（八
呼
間
）
聞
き
ま
す
。

（二
十
四
呼
間
）
歩
き
な
が
ら
手
は
肩
の
高

さ
、
ひ
じ
を
の
ば
し
①
で
た
た
き
、
②
で
手

の
ひ
ら
上
に
し
て
開
く
。
（写
真

一
図
）
交

互
に
し
な
が
ら
輪
を
つ
く
る
。

田
ワ
ー
チ
ャ
が
与
論
で
見
せ
た
い
も
の
は

（人
呼
間
）

①
で
右
足
を
な
な
め
前
に

一
歩
だ
す
と
同

時
に
手
は

（写
真
二
図
）
の
よ
う
に
な
な
め

上
ま
で
す
く
い
上
げ
る
。
②
で
左
足
つ
ま
先

を
右
足
か
か
と
に
チ
ヨ
ン
と

つ
け
る
と
同

時
に
顔
を
な
で
る
よ
う
に
し
て
手
首
か
ら

内
ま
き
に
し
て
手
の
ひ
ら
外
向
き
に
し
ま

す
。
（写
真
三
図
）
交
互
に
四
回



例
花
と
サ
ン
ゴ
と
白
浜
と

（人
呼
間
）

足
は
田
と
同
じ
よ
う
に
し
て
、
手
は
①
で
右

手
の
ひ
ら
上
向
き
、
右
耳
近
く
ま
で
す
く
い

上
げ
、
首
を
か
し
げ
手
の
ひ
ら
に
耳
を
の
せ

る
よ
う
に
し
、
左
手
は
手
の
ひ
ら
下
向
き
で

腰
に
つ
け
②
で
足
だ
け
チ
ョ
ン
と
つ
け
る
。

（写
真
四
図
）
交
互
に
く
り
返
す
。

０
誠
い
ち
ず
の
誠
い
ち
ず
の
き
れ
い
な
心

ソ
レ

（十
人
呼
間
）

足
は
右
足
よ
り
①
②
と
二
歩
前
進
、
三
歩
目

で
右
足
を
強
く
踏
み
、③
④
と
左
足
か
か
と

を
内
側
に
し
て
上
げ
る
。

手
は
両
手
左
下
方
よ
り
右
ま
わ
し
に
し
て

手
首
を
お
つ
て
頭
上
で
半
円
を
つ
く
る
。

（写
真
五
図
）
交
互
に
四
回
。

さ
っ
と
両
手
を
お
ろ
し
、
か
る
く
ひ
ざ
を
た

た
く
。
（写
真
六
図
）

「ソ
レ
」
で
両
手
を
左
横
に
反
動
を
つ
け
ふ

り
上
げ
、
次
の
動
作
の
準
備
に
と
り
か
か

る
。

四̈
さ

つ
さ
ド
ド
ン
と
　
ド
ド
ン
と
ド
ン
と

ド
ン
と
与
論
音
頭
で

（十
二
呼
間
）

足
は
右
足
か
か
と
で
①
で
反
動
を
つ
け
、
ゆ

か
を
た
た
き
（か
か
と
は
少
し
上
が
っ
て
い

る
）
②
で
上
が
っ
た
か
か
と
を
お
ろ
す
。

手
は
両
手
こ
ぶ
し
を
に
ぎ
り
、
左
手
ひ
じ
を

ま
げ
胸
前
、
右
手
は
右
横
に
ふ
り
上
げ
る
。

（反
動
を
つ
け
る
）
首
も
か
し
げ
な
が
ら
交

互
に
六
回

（写
真
七
図
）

注
…
自
分
の
周
り
を
回
っ
て
も
よ
い
。

同
ひ
と
踊
り
…
…

①
②
で
右
足
前
に
踏
み
こ
み
、
両
手
は
肩
の

高
さ
で
手
の
ひ
ら
下
向
き
に
し
て
（写
真
人

図
）
の
よ
う
に
し
て
一
文
字
に
開
く
。
（右

足
上
が
る
）
③
④
で
上
が
つ
た
左
足
を
お
ろ

し
右
足
を
左
足
に
そ
ろ
え
る
と
同
時
に
う

で
を
伸
ば
し
、
手
を
チ
ョ
ン
と
た
た
く
。
残

り
の
リ
ズ
ム
で
チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
ョ
ン
と

手
を
た
た
き
ま
す
。

◎
開
い
て
チ
ヨ
ン
の
チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
ョ

ン
と
な
り
ま
す
。

※
以
上
田
～
国
の
動
作
を
く
り
返
し
踊
り

ま
す
。

※
後
奏
で
国
の
動
作
を
ゆ
つ
く
り
と
右
、
左

で
決
め
ま
す
。



お名前

メ モ 欄

与
論
献
捧

一
〇
箇
条

与
論
献
捧

は
、

お
客

様

へ
の
感
謝
と
心
か

ら

の
歓
迎

の
気
持

ち
を

込
め

て
、

与
論

の
誠

の
心
を
献
上

し
、

共
に
永
遠

の
繁

栄
を
祈
念

す
る
も

の
で
あ
る
。

第

一
条

　
与
論
献

捧
は
、
与
論

固
有

の
献
捧

で
あ

り
与
論
島

の
象
徴

（
誠

の
心
）

で
あ

る
。

第

二
条

　
与
論
献
捧

は
、
全

町
民

の
真
心
を
主
賓

に
献

上
し

て
か
ら
、
関
係
者
全
員
に
施
行
す

る
。

第

三
条

　
与
論
献
捧
は
、
適
物
適
量
を
厳

に

一
回
だ
け
施
行

す

る
。

第

四
条

　
与
論
献
捧
は
、

平
等

に
施

行

し
、

何
人
た
り
と
も

こ
れ
を
断

る
こ
と
は

で
き
な

い
。

第

五
条

　
与
論
献
捧
施
行
者

は
、
主
賓
等

の
適

量
を
誤

っ
て

は

い
け
な

い
。

第
六
条

　
与
論
献
捧
施
行
者
は
、
施

行
前

に
趣
旨
等
を

□
述

し
、
味

見
を
し
て
か
ら
施
行
す

る
。

第
七
条

　
与
論
献
捧
受
杯
者
は
、
献
杯

の
前

に
自

己
紹
介
等

ス
ピ

ー
チ
を

し
て
か
ら
受
杯
す

る
。

第

八
条

・
与
論
献
捧
施

行
中

は
、
何
人
た

り
と

も
離
席

せ
ず

私
語
を
慎

み
、
受
杯
者

の
ス
ピ

ー
チ
を
拝
聴

し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第

九
条

　
与
論
献
捧
施

行
者
は
、
献
捧
を
終

了
し
た
ら
速
や

か
に
主
催

者

に
報
告

し
ご

苦
労
杯
を

受
け
、
献
捧

の
終

了
し
た
旨
を
全
員

に
報

告

し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
。

第

十
条

　
与
論
献
捧
施

行
者
は
、
施

行
中

の

一
切

の
権

限
と

義
務
を
負
う
も

の
と
す

る
。

こ

の
献

捧
は
、
永

禄

四
年

（
一
五
六

こ

ハ
月
十

五
日

（旧
暦
）
か
ら
施

行
す
る
。

付
貝!」

◆◆◆◆ 東京与論会 。東京沖洲会合同忘年会の ご案内 ◆◆◆◆

日 時 ;平成 30年 12月 9日 (日 )  13:00～ 15:00
場 所 ;神 田「清 瀧」 会 費 ;4,000円 (男性 )、 3,000円 (女性 )

参加ご希望の方は受付にお申し出ください。

◆◆◆ 東京奄美会 平成 31年 新年賀詞交歓会の ご案内 ◆◆◆

日 時 ;平成 31年 1月 20日 (日 ) 11:00～ 16:30
場 所 ;上野 「精養軒」 会 費 ;8,000円 (男性 )、 7,000円 (女性 )

当日の案内状ご希望の方は受付にお申し出<ださい。

本日はご来場ありがとうございました。

東京与論会役員―同


